
 

          共に関わり合いながら，主体的に学ぶ児童を育てる指導            

 

－ ＫＴ 補 1 － 

補助資料１ 研究構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自他の感情の理解から

社会性を育てる学習 

協力して学習課題を

解決する授業づくり 

仲間を支え，思いやり行

動を増やす場の工夫 

望ましい行動を増や

す環境づくり 

市外からの異動や経験年数の少なさ

から協働的な学びを日々の実践に取り

入れることが難しい。 

各学年 ,学級全体の適応感は良好だ

が，学習的適応が低い児童に算数の

課題が見られる傾向がある。 

友達と関わりながら学ぶ協働的な

学びを通して，学習的適応を高

め，学習面の課題を克服したい。 

日々の授業に協働的な学びを

取り入れる際に活用できる資料

が欲しい。 

全国学力・学習状況調査の結果によると

算数のＡ問題で全国・県平均を大きく下

回っており,学習内容の基礎・基本が身に

付いていない。 

学習面の課題を改善するために,学力

の基礎となる学習意欲を高め，学ぶ

喜びや学びに対する主体性を高めて

いきたい。 
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－ ＫＴ 補 2 － 

補助資料２ 山下小学校ＭＬＡ推進イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標の具現化 

だれもが行きたくなる学校づくり 
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－ ＫＴ 補 3 － 

補助資料３ 算数科 協働的な学び 実践モデル 準備編 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈準備編 活用方法〉 

① 授業構想の流れ 

児童の実態把握から学習班の編制，単元全体を見通した指導計画づくりの流れを示したもので

ある。本研究の協働的な学びは，パターン化された学びの型に沿って行われるものではなく，児

童の実態，教科の目標，扱う単元を踏まえた上でモデルを活用しながら授業づくりを行う。 

② 児童の実態把握 

単元を通して，どのような協働的な学びをデザインするかを考える際，児童の実態把握は欠か

せない。本研究では，アセスを通して学級や児童の適応感を把握し，構成的に学習班を編成する。

児童の実態を客観的に把握した上で，担任が構成的に学習班を編成し，授業の中でのよりよい人

間関係づくりを促していく。 

③ 観点に応じた本時の授業イメージ 

①②を踏まえた上で，本時の授業づくりを行う。③では，本時の授業の目標に沿って，学習課

題，協働的な学びの場面，振り返りについて確認する。 

以上，大まかな学習の流れを把握し，授業編で 1 単位時間の授業づくりを行う。 

算数科 協働的な学び 実践モデル 準備編 Step2 構成的な学習班の編成例 

アセスの結果を基に児童一人一人の適応感を把握し， 

支援を要する児童に対するサポートが生まれやすい学 

習班を編成する。 

 右に示した座席表は学習班の編成の際に作成したも 

のである。学習班内の児童がどのようなサポートを行 

うかを想定し，その方向性を矢印で示している。 

 実際に授業を行う際，この座席表を活用し児童の学 

びや児童相互の関わり合いを見取る。 

教科 単元名

友人

サポート

向社会的

スキル

非侵害的

関係

友人

サポート

向社会的

スキル

非侵害的

関係

友人

サポート

向社会的

スキル

非侵害的

関係

友人

サポート

向社会的

スキル

非侵害的

関係

45 55 52 55 37 41 46 46 61 65 83 55 46 55 83 61

友人

サポート

向社会的

スキル

非侵害的

関係

友人

サポート

向社会的

スキル

非侵害的

関係

友人

サポート

向社会的

スキル

非侵害的

関係

友人

サポート

向社会的

スキル

非侵害的

関係

83 41 83 49 83 83 83 49 83 83 83 83 32 44 34 55

   　※アセスの結果から，児童によるサポートの関係(方向)を大まか

     　に示したもの。
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